
2010年の⽇本のアーク溶接

平成１３年１２⽉つくば市の産業技術総合研究所ものづくり先端技術センターで開催されたアーク溶
接ワークショップにおいて 津久井 宏侑⽒がおこなった特別講演です。

• 1. ニッケル合⾦溶接⾦属の⾼温純⽔中における応⼒腐⾷割れについて
• 2. ⾼速増殖炉の熱媒体のナトリウム漏れについて
• 3. チタン溶接部の DUCTILITY について
• 4. SUS329J4L 及び SUS836L 材の耐⾷性

緒⾔

10年後のアーク溶接を⾒据えるとき、現在わが国の現状を正しく把握することが望まれます。

実際これからの⽇本に絶対⽋かすことのできないエネルギー､環境装置、バイオ関係の特に圧⼒容器の
溶接に多くの⾒逃すことのできない トラブルが発⽣しており､その究明が急がれる実情の⼀端をご説明し
てご理解いただき､尚それらのトラブルの発⽣原因を提起して､ 広く議論を喚起することが本⽇の⽬的と
するところであります。

最近メディアを賑わせている沸騰⽔型原⼦炉の炉底部⾁盛部の応⼒腐⾷割れの問題は、 われわれ溶
接関係者に少なからず衝撃を与えた⾝近な問題といえましょう。
また⾼速増殖炉の熱媒体として使⽤されたナトリウムの多量な漏れの問題などもあげられます。
化学プラントにおいては､チタンの圧⼒容器溶接部よりの割れの問題、あるいはバイオリアクターにおけるス
ーパーステンレスの 腐⾷の問題など最近起こったこれらのトラブルについて資料を⽰して皆様とご⼀緒に
考察を重ねたいと思います。

1 沸騰⽔型原⼦炉の炉底部⾁盛部の割れは応⼒腐⾷割れだったか？
インコネル系溶接⾦属が350℃とはいえ、純⽔で腐⾷するだろうか？
2 ⾼速増殖炉の熱媒体のナトリウム漏れは､本当に温度計の挿⼊ケースの設計ミスだけか？
3 チタンの溶接部はなぜそんなに脆いのか？
4 最近広く化学プラントやバイオリアクターに採⽤されている⼆相合⾦ステンレスやスーパーステンレ
スは、なぜトラブル多いのか？

以上について時間の許す限り持論を述べさせていただきます。

これらはいずれも溶接の基礎理論で説明することができ､必ず克服できる問題のように思われますが、これ
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らを解明してそのモデルを これからのデーターベースに盛込んで、21世紀の溶接技術を⽀えることのでき
る指針となるデーターベースにまで、構築できれば、 と考えております。
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